
分娩切迫

 経産婦の排臨・発露、初産婦の発露の場合は分娩に立ち会
う覚悟を決める

→ 会陰部の観察を躊躇しない

 子宮収縮3分毎、肛門痛、経産婦の破水
→ 分娩を避けられない可能性が高い
いち早く察知し、病院への電話、増隊の要請、環境の整備

☆息みをのがす対応
深呼吸、ものを掴ませない、肛門圧迫は有用かもしれない

異所性妊娠

全妊娠の1％に生じる。卵管膨大部の妊娠が多い

・妊娠の有無の問診スキルが重要
中高生の場合は親のいない場所での問診も重要

・腹痛(破裂)の好発時期は妊娠7-8週で1週間前から
じわじわとした痛みを自覚

妊娠高血圧症候群

 140/90mmHg以上は妊娠高血圧症候群

 160/110mmHgは重症域

 合併症として、HELLP症候群、常位胎盤早期剥離、子癇発作
 唯一の治療は妊娠の終了のみ

HELLP症候群

 「溶血（Hemolysis）」「肝酵素の上昇（Elevated Liver enzyme）」
「血小板減少（Low Platelet）」の３つの特徴がある

 症状:胃痛、上腹部痛、倦怠感、吐き気、頭痛、眼華閃発が認められ
る。
場合によってはDICになることもある

 治療:妊娠の終了



子癇発作

 妊娠高血圧症候群や妊娠高血圧腎症の妊婦が経験するけいれん発作

 治療:高血圧が背景にあるため血圧を下げる
けいれん予防のために硫酸マグネシウム製剤を使用する

プレコンセプションケアとは

 プレコンセプションケアとは、将来の妊娠を考えなが
ら女性やカップルが自分たちの生活や健康に向き合う
こと

 プレコンセプションケアには、栄養管理、運動習慣の
改善、妊娠前に健康診断を受けて慢性疾患などの有無
を確認するなど

 性教育もその一環である

プレコンセプションケアとは

 日本の性教育の現状として、性感染症、避妊、望まない妊娠に
重点が置かれている→改善していかないといけない

 若い人から行うことが必要である。特に10代からが重要

 学校でも性教育を行なっているが、限界がある
 地域の医師が行うことも重要である

参考:セイシル（https://seicil.com）
命育（https://meiiku.com）

当院周産母子センターの取り組み

 高校生へ向けての出張講義を行なっている
 分娩シミュレータ、妊婦体験ベスト、３D胎児モデル、妊娠検査薬など



感想（一部抜粋）

 近年、望まない妊娠について多く取り上げられるようになったが、妊娠検査薬
で妊娠がわかった時に周りの人が「おめでとう」と言っていて、本来の妊娠は
喜ぶものだと再確認できた。（女子）

 こんなに大変な思いをしてまで産んでくれた自分の親に感謝です。（女子）

 産んでくれた親には感謝しかないです。どのように赤ちゃんが誕生するか見た
時、改めて、不思議だなと思いました。（男子）

感想（一部抜粋）

 女性も男性もどちらも関係があることであり、それを認識しな
いといけないということを改めて再認識できました。（男子）

 いままで性行為が子供ができることが嫌だったが、今日講義を
受けて改めて話し合ってみとうと思う。（女子）

 出産する時、自分が想像する以上にいたそうだと少し怖くなっ
た。（女子）

偏見として
 帝王切開の分娩で下から産めなくてごめんね
 母乳あげないと元気な子に育たない

→世界的にみても帝王切開の割合は増えている
→母乳が出ない人も多い

地域からのアプローチ

 産婦人科に関わる人が行うのが良いとされているが、人員的に全部をフォ
ローするのは難しい

 健康管理に関しては地域医療やかかりつけなどがあるとより相談しやすい

 成育医療研究センター:プレコンセプションケアセンター
https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/preconception/



ご清聴いただきありがとうございました。

小児周産期へのご理解をよろしくお願いします。


